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論文の内容の要旨
本研究は、日本と韓国におけるフィットネスクラブの女性会員を対象とし、自己の身体の機能と部位に関
する改善度評価(満足度)がメンバーシップ継続意思に及ぼす影響を調査したものである。研究目的は、競
争が激化しているフィットネス産業において競争優位を獲得するための方策を求めることであった。
まず、ボディー・イメージに隠する評価を問う 13項目が主因子法を用いた因子分析にかけられ、スタイ
ル因子(腰、媛、体型、体重、体脂肪、腕、背中、磐部、足)とエネルギ-l?Sl子(免疫性、健康、活力、体
力)の 2因子がを抽出された。次に、各国子がメンバーシップ継続意思に対して有意な正の直接効果を持つ
ことが見出された(直接効果モデル)。
次に、独立変数(スタイル要因、エネルギー要因)から従属変数(継続行動意図)に至るパスに、フィッ
トネス施設を継続利用することに対する態度(魅力・有益性)を媒介変数として取り入れ、独立変数が従属
変数に対して持つ正の効果が、媒介変数によって部分媒介されるのか、或いは完全媒介されるのかが検定さ
れた(間接効果モデル)。その結果、自本人サンプルでは、エネルギ一因子が従属変数に対して持つ正の効
果が媒介変数によって完全媒介される点、及びスタイル因子の影響は、産接的にも間接的にも基準変数の変
動を説明し得ない結果を得た。一方、韓国人サンプルでは、スタイル因子とエネルギ一因子の双方が基準変
数と有意に連隠しないことが明らかとなった。両国のサンプルに共通して見出されたことは、行動意図(メ
ンバーシップ継続の意思)を最もよく予測し得るのは、媒介変数として投入された継続利用に対する態度だ
という点であった。研究結果のインプリケーション、及び将来の研究動向が議論された。
審査の結果の要旨
崖氏は、日韓両国に点在するリサーチ・サイトに自ら出向き、この調査のためにデザインした質問票の内
容を調査対象集団に説明し、配布・回収し、データ入力して分析する、という一連のプロセスを一人で遂行
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した。換言すると、非常に完結性の高い研究を成し遂げたと言えよう。多くの大学院生にはなかなか実現出
来ない貴重な体験であり、指導教員から独立した後も研究を続けていく上で非常に有益なスキルを獲得した
と言えよう。この点を何よりも高く評価したい。
論文内容については、既存研究が広範に概観されており、仮説の導き方も理論的である。また、調査のた
めに信頼性と妥当性の高い尺度を開発する術も修得しており、調査結果の信窓性を高めている。本研究から
得られる最も貴重なインプリケーションは、日韓両国のフィットネス産業が既存会員を維持するためには、
会員がフィットネスクラブを利用すること対して抱く魅力や有益性の認知だという点で、あろう。論文の終章
では、この認知を高めていくために展開すべき将来の研究動向について詳細に議論している。
平成 25年1月23日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者に論
文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員によって、合
搭と判定された。
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(マネジメント)の学位を受けるに十
分な資格を有するものと認める。
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